
は
じ
め
に

（
�
）

『
異
本
義
経
記
』
と
は
、
近
世
初
期
に
成
立
し
た
「
判
官
物
」
の
一
展
開

で
あ
る
実
録
風
の
作
品
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
と
し
て
、『
義
経
記
』
に
構
成

を
倣
い
な
が
ら
史
書
か
ら
の
引
用
や
独
自
の
異
伝
・
俗
伝
な
ど
を
取
り
込
ん

で
い
る
、
ま
た
本
文
の
後
に
付
さ
れ
た
一
段
下
げ
の
注
記
な
ど
も
み
ら
れ
る

点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
特
徴
や
そ
の
箇
条
書
き
風
の
文
体
か
ら
「
軍

（
�
）

記
評
判
」
の
影
響
を
受
け
成
立
し
た
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

稿
者
は
こ
れ
ま
で
主
人
公
で
あ
る
源
義
経
が
〈
兵
法
の
伝
授
者
〉〈
良
将
〉

（
�
）

と
し
て
『
異
本
』
の
中
で
形
象
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。
し
か

し
義
経
の
伝
承
と
い
え
ば
、
そ
の
他
に
「
色
好
み
の
貴
公
子
」
と
い
う
性
格

（
�
）

も
大
き
な
特
徴
の
一
つ
と
い
え
る
。
浄
瑠
璃
御
前
、
牛
王
姫
、
鬼
一
法
眼
の

娘
（
桂
、
皆
鶴
）、
河
越
重
頼
の
娘
、
そ
し
て
静
と
い
っ
た
様
々
な
女
性
た

ち
と
の
関
係
は
流
離
と
合
戦
に
明
け
暮
れ
た
武
将
の
生
涯
に
華
や
か
で
哀
し

い
彩
り
を
添
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
『
義
経
記
』
を
始
め
幸
若
舞
曲
や
お
伽

草
子
、
古
浄
瑠
璃
な
ど
に
数
多
く
展
開
さ
れ
て
お
り
、「
判
官
物
」
の
人
気

（
�
）

を
支
え
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

（
�
）

『
異
本
』
に
も
義
経
を
取
り
巻
く
女
性
は
様
々
に
登
場
す
る
が
、
興
味
深

い
こ
と
に
浄
瑠
璃
御
前
や
牛
王
姫
、
皆
鶴
の
よ
う
に
『
異
本
』
に
は
『
義
経

記
』
に
は
登
場
し
な
い
人
物
も
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
異
本
』
が
異
伝

・
俗
伝
を
も
取
り
込
む
姿
勢
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
女
性
の

登
場
人
物
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
大
城
実
氏
が
義
経
の
婚
姻
関
係
か
ら

（
�
）

『
異
本
』
の
拠
っ
て
い
る
伝
承
基
盤
を
想
定
す
る
も
の
と
、『
異
本
』
の
河
越（�）

氏
へ
の
興
味
の
一
端
を
河
越
重
頼
女
の
登
場
個
所
か
ら
も
探
っ
て
み
た
拙
稿

な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
『
異
本
』
の
説
話
そ
の
も
の
と
い
う
よ

り
そ
の
伝
承
背
景
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、『
異
本
』
に
登
場
す
る
女
性
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
も
っ
て

描
か
れ
て
い
る
の
か
を
「
判
官
物
」
に
お
い
て
代
表
的
な
女
性
で
あ
る
静
を

中
心
に
、「
軍
記
評
判
」
の
世
界
に
お
け
る
女
性
観
と
の
関
連
を
通
し
て
考

察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

『
異
本
義
経
記
』
の
女
性
像

│
│
静
を
中
心
に
│
│

山

本

淳
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一
、
義
経
の
女
性
認
識

『
異
本
』
に
は
、
他
の
「
判
官
物
」
と
同
様
に
女
性
と
の
関
係
を
描
く
説

（
�
）

（
�
）

話
が
み
ら
れ
る
。
浄
瑠
璃
姫
や
鬼
一
法
眼
女
（
桂
姫
）、
牛
王
、
静
、
河
越

（
�
）

重
頼
女
（
朝
為
姫
）
な
ど
の
登
場
す
る
説
話
で
あ
る
。
で
は
、『
異
本
』
に

登
場
す
る
女
性
に
対
し
て
義
経
は
ど
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。『
異
本
』
の
義
経
は
、
こ
れ
ま
で
の
拙
論
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
常

に
「
兵
法
の
達
者
」「
武
芸
の
達
人
」
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
。
例
え
ば
那

須
与
一
の
説
話
で
は
、

「
義
経
ハ
好
色
ニ
テ
女
ヲ
思
ヒ
候
」
由
ヲ
、
兼
末
申
タ
ル
ニ
ヨ
リ
、「
サ

ラ
ハ
計
テ
射
取
」
ト
宣
ヒ
タ
ル
ニ
依
テ
、
其
日
ノ
晩
景
ニ
、
玉
蟲
ト
云

コ
ブ
ネ

ヘ
サ
キ

傾
城
ヲ
�
ニ
乗
テ
、
�
ニ
扇
ヲ
立
テ
（
中
略
）、
岩
国
三
郎
兼
末
諸
友

ニ
玉
蟲
カ
舟
ニ
乗
テ
、
源
氏
ノ
方
ヘ
向
ヒ
ケ
レ
共
、
源
氏
ノ
方
ニ
モ
心

得
テ
、
義
経
モ
見
ヘ
ス
。

﹇
上
２１
Ｂ
屋
島
合
戦
﹈

と
、
義
経
の
好
色
を
利
用
し
玉
蟲
を
囮
に
使
う
策
略
が
採
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
義
経
が
好
色
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
平
家
側
の
も
の
で
あ
り
、
結
果
的

に
平
家
側
の
策
略
は
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
「
好
色
」
に
対
す
る
慎
重
な
姿
勢
は
「
軍
記
評
判
」
の
世
界
に

（
�
）

み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』
に
み
ら
れ

る
、

「
益
テ
女
色
ニ
迷
ヌ
レ
ハ
。
賢
モ
愚
将
ト
成
ル
物
也
」
ト
。
楠
ガ
云
シ

事
。
実
ニ
理
ト
ハ
今
コ
ソ
思
ヒ
知
レ
タ
レ

「
京
都
両
度
軍
事
」（
巻
１７
・
３３
オ
）

（
�
）

の
よ
う
な
発
言
や
、『
義
経
記
評
判
』
に
み
ら
れ
る
、

よ
し
つ
ね
は
し
づ
か
を
ぐ
し
て
よ
し
の
山
に
入
給
ふ
故
に
、
山
ぼ
う
し

に
さ
へ
ら
れ
て
う
き
め
に
あ
ひ
給
ひ
、
た
ゞ
の
ぶ
は
女
に
な
ご
り
を
お

し
み
て
、
た
め
ら
ひ
し
ば
か
り
に
命
を
す
て
ぬ
。
ま
こ
と
に
さ
ふ
ら
ひ

の
つ
ゝ
し
む
べ
き
は
色
の
道
な
り
。

﹇
巻
六
上
・
一
「
た
ゞ
の
ぶ
都
へ
忍
び
上
る
事
」﹈

や
、

な
を
ま
た
た
ゞ
の
ふ
に
し
も
か
き
ら
ず
、
判
官
に
も
ふ
か
く
色
を
思
ひ

給
ふ
ゆ
へ
に
、
一
生
む
な
し
く
う
れ
へ
に
し
づ
み
た
ま
へ
り
。
さ
れ
ば

兄
弟
ふ
わ
に
な
り
給
ふ
も
、
平
大
納
言
と
き
た
ゞ
の
ひ
め
を
め
と
り
給

ひ
し
よ
り
、
お
こ
つ
て
よ
り
と
も
公
の
う
た
が
ひ
や
ま
ざ
り
し
と
に

や
。
源
平
盛
衰
記
に
、
女
院
の
六
道
を
か
た
ら
せ
給
ひ
し
に
つ
み
ふ
か

く
お
ぼ
へ
し
は
、
よ
し
つ
ね
と
ま
さ
な
事
せ
し
と
ぞ
仰
ら
れ
し
。
此
事

も
な
を
か
ま
く
ら
に
も
れ
聞
え
て
、
九
郎
は
天
道
に
そ
む
け
る
と
て
い

よ
�
�
源
二
位
の
い
き
ど
ほ
り
ふ
か
く
の
給
ひ
け
る
と
な
り
。

﹇
巻
六
上
・
二
「
た
ゞ
の
ぶ
さ
い
ご
の
事
」﹈

の
よ
う
に
、「
好
色
」
は
「
良
将
」
の
持
つ
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
す
る

八
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「
軍
記
評
判
」
の
世
界
に
通
じ
る
認
識
で
あ
ろ
う
。

で
は
、『
異
本
』
に
登
場
す
る
女
性
は
「
好
色
は
良
将
に
非
ず
」
と
い
う

認
識
に
即
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
か
。
次
章
で
は
静
の
説
話
を
通
し
て
『
異

本
』
の
女
性
像
を
検
証
し
て
み
る
。

二
、〈
貞
女
〉
と
し
て
の
静

「
判
官
物
」
に
お
け
る
静
の
様
々
な
伝
承
は
、
貴
公
子
義
経
と
の
悲
恋

に
代
表
さ
れ
、
人
気
も
高
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
白
拍
子
と
し
て
の
静
の

（
�
）

舞
に
関
し
て
は
、『
義
経
記
』
の
神
泉
苑
で
の
雨
乞
い
の
舞
や
能
『
二
人
静
』

や
『
吉
野
静
』、
幸
若
舞
曲
『
静
』
な
ど
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
堀
川

夜
討
で
の
急
襲
に
対
す
る
機
転
や
鶴
岡
八
幡
宮
で
の
頼
朝
に
対
す
る
「
賤
の

（
�
）

を
だ
ま
き
」
の
舞
な
ど
に
み
る
貞
烈
の
女
性
と
い
う
側
面
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
『
異
本
』
の
静
は
、
吉
野
山
で
の
義
経
と
の
別
れ
が
、

文
治
元
年
十
一
月
十
七
日
、
義
経
、
吉
野
ノ
山
ヘ
入
給
フ
時
ニ
、
静
ヲ

召
レ
仰
ラ
レ
シ
ハ
、「
山
上
ハ
女
人
結
界
ノ
地
也
。
御
身
ハ
是
ヨ
リ
モ

都
ヘ
帰
リ
給
ヘ
。
重
テ
向
ヒ
ヲ
上
ス
ヘ
キ
」
由
ヲ
宣
ヒ
シ
ニ
、
静
ハ
只

一
向
ニ
御
名
残
ヲ
而
己
惜
奉
リ
ケ
レ
ト
モ
、
叶
ハ
ス
シ
テ
、
静
ニ
金
銀

並
ニ
丸
尽
ノ
小
鞁
ヲ
賜
リ
、
雑
式
・
下
部
ヲ
付
テ
都
ヘ
帰
サ
レ
シ
ニ
、

彼
雑
式
・
下
部
、
静
ニ
賜
ル
処
ノ
金
銀
等
ヲ
奪
取
、
静
ヲ
捨
テ
逐
電

ス
。

﹇
下
２６
静
鎌
倉
下
向
﹈

（
�
）

と
、
別
れ
の
情
感
も
な
く
簡
潔
に
事
実
だ
け
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
特
に
男

女
の
情
愛
に
対
し
て
積
極
的
に
記
そ
う
と
は
し
な
い
『
異
本
』
編
者
の
姿
勢

が
窺
え
よ
う
。
で
は
、
こ
う
し
た
『
異
本
』
で
の
静
は
、
他
に
ど
の
よ
う
に

描
か
れ
て
い
る
の
か
。

ア
、
堀
川
夜
討
説
話

ま
ず
、
堀
川
夜
討
説
話
を
取
り
上
げ
て
み
る
。
六
条
堀
川
の
屋
敷
を
土
佐

房
に
急
襲
さ
れ
た
義
経
の
危
機
に
対
し
て
、

其
頃
義
経
ハ
、
磯
ノ
前
司
カ
娘
静
ヲ
思
テ
、
室
町
ノ
亭
ニ
置
レ
ケ
ル

イ
ヘ
ト
モ

カ
、「
土
佐
房
心
知
レ
カ
タ
シ
。
御
要
心
有
ヘ
キ
」
由
申
ト
雖
、
義
経

敢
用
給
ハ
ス
。
更
ニ
要
心
ノ
気
色
モ
ナ
カ
リ
ケ
ル
ト
ソ
。（
中
略
）
義

ア
ハ
タ
ヽ
シ

経
、
笑
ヒ
給
ヒ
テ
、「
女
心
ノ
周
章
サ
ヨ
」
ト
宣
フ
ニ
、
早
敵
ハ
寄
テ

ヲ
コ
ト

ケ
リ
。
其
時
義
経
、「
御
方
ハ
、
弓
取
ノ
思
ヘ
キ
人
ソ
」
ト
宣
ヒ
シ
ト

ニ
ヤ
。

﹇
下
２４
Ｂ
土
佐
房
被
斬
﹈

と
、
静
の
機
転
が
義
経
の
台
詞
に
よ
っ
て
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
台
詞

（
�
）

は
、『
義
経
記
』
で
は
「
あ
は
れ
女
の
こ
ゝ
ろ
程
け
し
か
ら
ぬ
物
は
な
し
」

と
あ
る
が
、
幸
若
舞
曲
『
義
経
ほ
り
川
夜
う
ち
』
で
は
「
あ
つ
は
れ
司
土

（
�
）

は
、
弓
と
り
の
お
も
ひ
物
や
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
『
異
本
』
は
幸
若
舞
曲
を

基
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
緊
急
の
場
に
対
す
る
機
転
に

つ
い
て
は
、「
軍
記
評
判
」
に
お
い
て
も
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。『
義
経
記
評

（
�
）判』
で
は
、

『
異
本
義
経
記
』
の
女
性
像

八
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し
づ
か
其
身
白
び
や
う
し
た
り
と
い
へ
と
も
、
時
に
の
ぞ
み
て
智
の
発

す
る
こ
と
よ
の
つ
ね
な
ら
ず
。

よ
し
つ
ね
の
て
う
あ
い
し
給
ふ
こ
と
、
ま
こ
と
に
其
気
す
ぐ
れ
た
る
も

の
か
。

と
あ
り
、
武
将
の
女
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
静
が
称
揚
、
描
か
れ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
点
に
お
い
て
は
、
武
将
も
女
性
と
の
関
係
を
認
め
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
関
し
て
、
関
英
一
氏
は
、
女
性
を
取
り
上
げ
る

こ
と
の
ほ
と
ん
ど
な
い
「
軍
記
評
判
」
に
お
い
て
、『
義
経
記
評
判
』
は
静

（
�
）

の
性
格
を
高
く
評
価
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

イ
、「
賤
の
を
だ
ま
き
」
説
話

次
に
、
鶴
岡
八
幡
宮
で
の
「
賤
の
を
だ
ま
き
」
の
舞
の
説
話
で
あ
る
。
こ

の
著
名
な
説
話
を
『
異
本
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

因
茲
、
頼
朝
公
直
ニ
御
尋
有
ル
ヘ
シ
ト
テ
、
同
二
年
三
月
朔
日
、
静
並

ニ
母
磯
前
司
、
共
ニ
鎌
倉
ヘ
召
レ
、
足
立
新
三
郎
清
経
ニ
預
ケ
置
レ
、

ア
リ
カ

時
々
義
経
ノ
有
所
ヲ
御
尋
有
ケ
レ
共
、
且
テ
存
セ
サ
ル
ノ
由
、
申
切
ル

ト
也
。

其
頃
、
義
経
ノ
子
ヲ
懐
胎
ス
。
兼
テ
、「
女
子
ナ
ラ
ハ
静
ニ
賜
ル
ヘ
シ
。

男
子
ナ
ラ
ハ
遁
ル
マ
シ
キ
」
ノ
由
、
仰
ノ
処
、
果
シ
テ
男
子
ヲ
産
リ
。

清
経
ニ
仰
セ
テ
、
害
セ
ラ
ル
ト
云
リ
。
御
台
所
、
日
頃
静
カ
芸
堪
能
ノ

由
聞
召
及
ハ
セ
給
ヒ
テ
、
此
事
ヲ
御
所
望
有
。
静
、
辞
シ
申
ト
イ
ヘ

共
、
一
向
仰
ラ
ル
ヽ
ニ
依
テ
、
同
四
月
八
日
、
若
宮
ノ
宝
前
ニ
テ
芸
ヲ

施
ス
。
畠
山
重
忠
・
工
藤
祐
経
、
其
役
ニ
出
ツ
。
静
、
先
和
歌
ヲ
挙
、

吉
野
山
峯
ノ
白
雪
踏
分
テ
入
ニ
シ
人
ノ
跡
ソ
恋
シ
キ

賤
ヤ
賤
シ
ヅ
ノ
小
手
巻
繰
返
シ
昔
ヲ
今
ニ
ナ
ス
ヨ
シ
モ
哉

シ
ヨ
ホ
ツ

頼
朝
公
、
此
和
歌
ノ
心
ヲ
聞
召
レ
、
仰
ラ
ル
ヽ
ハ
、「
初
発
、
先
当
家

ヲ
祝
ス
ル
ノ
言
有
ヘ
キ
処
、
サ
ハ
ナ
ク
シ
テ
逆
徒
義
経
ヲ
慕
事
、
奇
怪

ナ
リ
」
ト
宣
ヒ
シ
ニ
、
御
台
ノ
仰
ラ
ル
ヽ
ハ
、「
君
、
土
肥
ノ
椙
山
ノ

タ
ク
ラ
フ

戦
場
ノ
時
、
自
カ
心
以
テ
比
ル
ニ
、
静
カ
所
存
最
也
」
ト
、
宣
ヒ
シ
ト

ニ
ヤ
。
御
台
所
、
姫
君
ヨ
リ
モ
御
憐
愍
有
シ
ト
也
。﹇

下
２６
静
鎌
倉
下
向
﹈

こ
の
箇
所
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
最
後
の
傍
線
部
で
あ
ろ
う
。
静
が
、

頼
朝
の
面
前
で
頼
朝
批
判
の
舞
を
舞
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
頼
朝
の
妻
政
子

は
静
の
心
に
感
じ
、
機
嫌
を
損
ね
た
頼
朝
を
諌
め
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
政

子
の
静
へ
の
賞
賛
は
、

二
位
殿
こ
れ
を
聞
召
し
て
、「
同
じ
道
の
者
な
が
ら
も
、
情
あ
り
て
こ

そ
舞
ひ
て
候
へ
。
静
な
ら
ざ
ら
ん
者
は
い
か
で
か
御
前
に
て
舞
ひ
候
ふ

べ
き
。
た
と
ひ
如
何
な
る
不
思
議
を
も
申
し
候
へ
、
女
は
は
か
な
き
者

な
れ
ば
、
思
召
し
許
し
候
へ
」
と
申
さ
せ
給
ひ
け
れ
ば
、
御
簾
の
方
々

を
少
し
上
げ
ら
れ
た
り
。

八
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と
、『
義
経
記
』
に
も
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
原
拠
と
な
っ
た
『
吾
妻
鏡
』

に
も
、御

台
所
被
二

報
申
一

云
。「
君
為
二

流
人
一

坐
二

豆
州
一

給
之
比
。
於
レ

吾
雖
レ

有
二

芳
契
一

。
北
条
殿
怖
二

時
宜
一

。
潜
被
二

引
籠
一

之
。
而
猶
和
二

順
君
一

。

迷
二

暗
夜
一

。
凌
二

深
雨
一

。
到
二

君
之
所
一

。
亦
出
二

石
橋
戦
場
一

給
之
時
。

独
残
二

留
伊
豆
山
一

。
不
レ

知
二

君
存
亡
一

。
日
夜
消
レ

魂
。
論
二

其
愁
一

者
。

如
二

今
静
之
心
一

。
忘
二

予
州
多
年
之
好
一

。
不
二

恋
慕
一

者
。
非
二

貞
女
之

姿
一

。
寄
二

形
レ

外
之
風
情
一

。
謝
二

動
レ

中
之
露
膽
一

。
尤
可
レ

謂
二

幽
玄
一

。

抂
可
二

賞
翫
給
一
云
々

。

と
あ
り
、
特
に
「
貞
女
之
姿
」
と
い
う
表
現
が
注
目
さ
れ
る
。
静
の
こ
の
説

話
は
、
武
将
に
対
す
る
「
貞
女
」
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
静
を
描
こ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
続
く
「
下
２７
梶
原
景

茂
静
無
礼
」
に
お
い
て
も
、

時
ニ
梶
原
景
茂
、
静
ニ
戯
ル
。
静
カ
云
ク
、「
尾
篭
ナ
リ
。
吾
不
肖
ノ

身
ナ
レ
ト
モ
、
伊
予
守
殿
ノ
妾
ナ
リ
。
伊
予
守
殿
ハ
、
鎌
倉
殿
ノ
御
連

枝
、
汝
カ
為
ニ
ハ
主
君
ナ
ラ
ス
ヤ
。
我
君
恙
ナ
ク
渡
ラ
セ
給
ハ
ヽ
、

吾
、
汝
ニ
逢
ヘ
キ
ヤ
。
汝
カ
親
景
時
、
逆
櫓
ト
哉
ラ
ン
臆
病
ヲ
云
出

シ
、
其
事
ヲ
隠
ン
カ
為
ニ
吾
君
ヲ
讒
シ
奉
リ
シ
事
、
世
人
普
知
ル
処

フ
ル
マ
イ

也
。
今
、
又
汝
カ
ヽ
ル
無
礼
ノ
挙
動
、
人
ノ
作
業
ニ
非
ス
。
吾
、
汝
ヲ

謀
寄
テ
、
主
君
ノ
仇
ヲ
報
セ
ン
事
、
最
安
ケ
レ
ト
モ
、
同
座
ニ
母
有
。

後
ノ
報
ヲ
思
フ
女
心
ノ
口
惜
サ
ヨ
」
ト
、
落
涙
ス
。
景
茂
、
頗
面
ヲ
赤

メ
詞
ナ
シ
。
座
中
興
醒
タ
ル
処
ニ
、
邦
道
座
ヲ
立
テ
、
双
方
ヲ
宥
、
漸

ト
シ
テ
皆
々
退
出
ス
。

此
沙
汰
、
鎌
倉
中
ニ
隠
ナ
ク
人
口
取
々
也
。
御
台
所
聞
召
シ
、
大
キ
ニ

是
ヲ
感
シ
給
ヒ
、「
最
侍
ノ
思
フ
ヘ
キ
女
ナ
リ
」
ト
宣
フ
。
静
、
御
暇

ヲ
給
リ
、
都
ヘ
上
ル
時
モ
、
御
台
所
姫
君
ヨ
リ
色
々
ノ
珍
物
ヲ
賜
フ
ト

ニ
ヤ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
景
茂
に
対
し
て
「
尾
篭
ナ
リ
」「
汝
カ
ヽ
ル
無
礼
ノ
挙
動
、

人
ノ
作
業
ニ
非
ス
。
吾
、
汝
ヲ
謀
寄
テ
、
主
君
ノ
仇
ヲ
報
セ
ン
事
、
最
安
ケ

レ
ト
モ
」
と
あ
る
。
本
説
話
は
『
吾
妻
鏡
』
文
治
二
年
五
月
十
四
日
条
を
典

拠
と
し
て
お
り
、『
義
経
記
』
に
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
説
話
を
選
択

す
る
こ
と
か
ら
も
、『
異
本
』
編
者
が
静
を
、「
侍
ノ
思
フ
ヘ
キ
女
」
と
し
て

描
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

以
上
、『
異
本
』
に
登
場
す
る
静
の
説
話
を
検
討
し
た
結
果
、
単
な
る
恋

愛
譚
で
は
な
く
「
良
将
」
に
ふ
さ
わ
し
い
女
性
を
叙
述
し
よ
う
と
す
る
『
異

本
』
編
者
の
姿
勢
を
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

三
、〈
は
か
な
き
女
〉
と
し
て
の
牛
王

『
義
経
記
』
に
は
み
ら
れ
ず
『
異
本
』
に
の
み
登
場
す
る
女
性
の
説
話
と

（
�
）

し
て
牛
王
説
話
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
は
、
古
浄
瑠
璃
『
牛
王
の
姫
』
に

（
�
）

始
ま
り
近
松
門
左
衛
門
作
と
い
わ
れ
る
『
牛
若
千
人
切
』
や
奥
浄
瑠
璃
と
し

『
異
本
義
経
記
』
の
女
性
像

八
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て
『
牛
王
の
姫
貞
女
鑑
』
や
『
牛
若
千
人
切
』、
仮
名
草
子
『
名
女
情
比
』

に
も
み
ら
れ
、
人
気
が
高
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。『
異
本
』
の
牛
王
姫
が

登
場
す
る
章
段
は
「
上
３
聖
門
坊
」「
上
１６
鎌
田
兵
衛
娘
牛
王
」「
上
１７
Ｂ
牛

王
最
後
」
の
三
つ
で
あ
る
。

ア
、「
上
１６
鎌
田
兵
衛
娘
牛
王
」

ま
ず
、「
上
３
聖
門
坊
」
で
「
末
ハ
女
子
ニ
テ
牛
王
女
ト
云
タ
ル
ソ
。」
と

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
名
前
の
み
で
あ
る
が
、
後
に
牛
若
に
謀
反
を

（
�
）

勧
め
る
聖
門
房
の
妹
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
次
の
「
上
１６
鎌
田
兵
衛
娘

牛
王
」
は
、
古
浄
瑠
璃
な
ど
の
牛
王
姫
説
話
に
重
な
る
場
面
で
あ
る
が
、
内

容
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
。『
異
本
』
の
女
性
観
が
窺
え
る
箇
所
を
み
て
い

く
こ
と
に
す
る
。

メ
サ
マ
シ
ク

ａ.

午
王
常
ニ
平
家
ノ
繁
昌
ヲ
冷
眼
思
ヒ
ケ
ル
ニ
ヤ
。
或
時
、
何
ト
ナ

ク
資
行
ニ
云
ケ
ル
ハ
、「
吾
方
様
ノ
人
々
ハ
、
有
カ
無
カ
ノ
風
情
ヲ

見
聞
ニ
付
テ
モ
口
惜
侍
ル
ナ
リ
。
君
御
志
変
ラ
ス
ハ
、
若
源
家
ノ

人
々
ノ
思
ヒ
立
給
フ
事
モ
有
ハ
、
必
力
ヲ
合
セ
給
ハ
ン
ニ
ヤ
」
ト
云

カ
ク

タ
リ
シ
程
ニ
、
資
行
、「
斯
夫
ノ
機
関
ヲ
ナ
ス
上
ハ
、
疎
略
ス
ヘ
キ

ニ
非
ス
。
若
思
ヒ
立
給
フ
御
方
モ
有
ハ
、
一
番
ニ
資
行
コ
ソ
参
ラ

ウ
チ
ト
ケ

メ
」
ト
語
ル
ニ
、
午
王
モ
、
女
心
ノ
無
墓
モ
�
解
語
ル
程
ニ
、
平
家

ノ
繁
昌
ヲ
憎
、
源
氏
ノ
衰
タ
ル
形
勢
ヲ
歎
タ
リ
。

ｂ.
資
行
、
以
ノ
外
ナ
ル
気
色
シ
テ
、「
仏
事
ハ
去
事
ナ
レ
ト
モ
、
道

ノ
逗
留
、
密
夫
ノ
為
ニ
ヤ
。
但
ハ
、
源
氏
ノ
方
人
ヲ
頼
ン
ガ
為
カ
」

イ
サ
ヽ
カ

ト
云
テ
、
散
々
ニ
打
擲
ス
。
午
王
ハ
、
聢
モ
諍
ハ
ス
シ
テ
、「
最
前

酔
狂
ト
思
ヒ
シ
ニ
、
カ
ヽ
ル
不
覚
人
ト
ハ
知
ス
シ
テ
、
眤
布
思
ヒ
タ

カ
レ

サ
ケ

ル
我
心
ノ
癡
サ
ヨ
」
ト
思
ヒ
テ
離
々
ニ
ナ
リ
、
資
行
カ
方
ヲ
退
テ
、

母
カ
許
ヘ
帰
リ
住
タ
リ
。

ｃ.

資
行
カ
母
ハ
、
一
向
ニ
午
王
カ
我
意
ニ
任
テ
資
行
ヲ
嫌
ヒ
シ
ト
意

得
タ
リ
シ
程
ニ
、
或
時
、
資
行
カ
母
、
鎌
田
カ
後
家
ノ
方
ヘ
音
信

オ
リ
シ
モ

シ
。
其
時
節
、
義
経
、
鎌
田
カ
後
家
ノ
所
ニ
居
給
フ
ヲ
見
テ
、
其
翌サケ

日
資
行
カ
母
、
平
判
官
康
頼
カ
方
ヘ
行
テ
、「
午
王
カ
、
資
行
ヲ
逆

タ
ル
コ
ソ
謂
候
。
今
ハ
午
王
、
牛
若
御
曹
司
ト
機
関
ヲ
ナ
シ
テ
、
偏

ニ
謀
叛
ノ
事
ヲ
進
ル
ト
聞
ヘ
候
」
ナ
ド
語
リ
出
シ
タ
ル
ニ
、
康
頼
声

イ
カ
ラ
カ
シ

ヲ
嗔
恚
、「
カ
ヽ
ル
卒
怱
ナ
ル
事
ヲ
承
リ
候
物
哉
。
当
時
、
誰
有
テ

謀
叛
ト
云
フ
事
思
ヒ
立
ヘ
キ
ヤ
。
其
上
、
九
郎
御
曹
司
イ
マ
タ
二
十

ニ
ダ
ニ
成
給
ハ
ヌ
人
ヲ
、
誰
カ
方
人
ス
ベ
キ
。
此
事
露
顕
セ
ハ
、
誠

カ
偽
ヲ
正
レ
ン
時
、
若
正
シ
カ
ラ
サ
ル
時
ハ
、
猶
モ
寔
ヲ
聞
ン
為
、

ヲ
コ
ト

御
方
ヲ
モ
責
問
ヘ
キ
ナ
レ
ハ
、
其
証
拠
ナ
ク
ハ
、
由
々
敷
身
ノ
大
事

ニ
ナ
ル
ヘ
シ
」
ト
云
タ
リ
ケ
レ
ハ
、
母
ハ
相
違
シ
テ
、「
穴
賢
。
人

ニ
ナ
洩
給
フ
ナ
。
告
知
ス
ル
者
有
テ
斯
ハ
申
タ
リ
。
其
実
ヲ
知
ラ

ズ
。
若
、
平
家
ヘ
聞
ヘ
テ
ハ
身
ノ
為
如
何
ニ
候
」
ト
テ
、
母
ハ
帰
リ

ヌ
。

内
容
を
み
て
い
く
と
、
ａ
は
、
牛
王
が
夫
の
資
行
に
平
家
へ
の
謀
反
を
勧

め
る
と
い
う
設
定
は
、
兄
の
聖
門
房
と
共
通
し
て
お
り
、
鎌
田
一
族
が
義
経

に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
示
し
て
い
よ
う
。
こ
う
し
た
牛
王
の

九
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態
度
は
「
女
心
ノ
無
墓
モ
」
と
評
さ
れ
て
お
り
、
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
い

る
。
ｂ
で
は
、
夫
の
資
行
が
牛
王
の
外
泊
に
対
し
別
に
男
が
い
る
の
か
、
或

い
は
源
氏
と
通
じ
た
か
と
疑
い
、
牛
王
に
暴
力
を
振
る
う
が
牛
王
は
争
わ
ず

夫
に
見
切
り
を
つ
け
、
母
の
許
に
戻
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
他
の
牛
王
姫

説
話
で
あ
れ
ば
義
経
と
の
男
女
の
仲
が
語
ら
れ
る
べ
き
場
面
で
あ
る
が
、

『
異
本
』
で
は
「
密
夫
」
と
「
源
氏
ノ
方
人
」
は
別
個
の
問
題
と
し
て
い
る
。

ｃ
は
資
行
の
母
が
、
牛
若
と
鎌
田
が
謀
反
を
企
ん
で
い
る
と
平
康
頼
に
密
告

し
た
が
諌
め
ら
れ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
こ
の
密
告
と
い
う
モ
テ
ィ
ー

フ
は
、
古
浄
瑠
璃
の
尼
公
、『
義
経
記
』
巻
七
「
大
津
次
郎
の
事
」
の
大
津

次
郎
の
妻
な
ど
に
通
じ
よ
う
。
ま
た
『
異
本
』
で
も
「
下
３４
佐
藤
忠
信
討

死
」
で
忠
信
の
所
在
を
密
告
す
る
「
力
寿
」
な
る
女
性
が
登
場
す
る
。
ま
た

「
午
王
、
牛
若
御
曹
司
ト
機
関
ヲ
ナ
シ
テ
、
偏
ニ
謀
叛
ノ
事
ヲ
進
ル
ト
聞
ヘ

候
」
と
あ
る
よ
う
に
牛
若
と
牛
王
姫
が
男
女
の
仲
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
窺

え
ず
、
む
し
ろ
「
平
家
へ
の
謀
反
」
と
い
う
方
に
比
重
が
か
か
っ
て
い
る
。

イ
、「
上
１７
Ｂ
牛
王
最
後
」

続
い
て
「
上
１７
Ｂ
牛
王
最
後
」
を
み
て
い
く
。

ｄ.

犬
王
カ
母
方
ノ
叔
父
、
鮫
嶌
平
次
ト
云
者
、
如
何
聞
タ
リ
ケ
ン
、

犬
王
丸
カ
後
見
シ
テ
、
夜
更
ニ
鎌
田
カ
後
家
ノ
門
ヲ
敲
、「
平
相
国

殿
ヨ
リ
御
使
ナ
ル
ソ
。
爰
ヲ
明
ヨ
」
ト
喚
リ
シ
程
ニ
、
午
王
ハ
平
家

ヨ
リ
御
曹
司
ノ
討
手
ニ
来
ル
ト
心
得
テ
、
小
長
刀
ヲ
取
テ
待
挂
タ
ル

タ
メ
ラ
イ

ス
モ
フ

ニ
、
内
ハ
暗
シ
、
鮫
嶌
ヲ
初
ト
シ
テ
、
猶
予
居
タ
リ
シ
ニ
、
猶
モ
構

テ
待
タ
ラ
ン
ニ
ハ
、
左
右
ナ
ク
ハ
取
レ
間
敷
ニ
、
女
心
ノ
無
墓
サ

ア
ヘ
ナ
ク

ハ
、
小
長
刀
ヲ
打
振
テ
奔
リ
出
タ
リ
シ
程
ニ
、
不
才
生
捕
レ
タ
リ
。

イ
マ
シ
メ
テ

禁
肆
、
大
宮
ヲ
下
リ
ニ
五
条
ノ
辺
マ
テ
連
行
ケ
ル
カ
道
ニ
テ
刺
殺
、

捨
タ
ル
ト
ニ
ヤ
。

ｄ
は
、
夜
に
訪
問
者
が
清
盛
の
使
い
と
告
げ
た
こ
と
を
聞
い
た
牛
王
が
、

討
手
と
勘
違
い
し
小
長
刀
で
斬
り
か
か
る
が
、
捕
ら
え
ら
れ
連
行
さ
れ
る
途

中
で
刺
し
殺
さ
れ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
午
王
ハ
平
家
ヨ
リ

御
曹
司
ノ
討
手
ニ
来
ル
ト
心
得
テ
、
小
長
刀
ヲ
取
テ
待
挂
タ
ル
ニ
」
と
い
う

牛
王
姫
の
早
と
ち
り
は
、
堀
川
夜
討
に
お
け
る
静
の
機
転
の
パ
ロ
デ
ィ
の
ご

と
き
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、「
女
心
ノ
無
墓
サ
ハ
、
小
長
刀
ヲ
打
振
テ
奔

ア
ヘ
ナ
ク

リ
出
タ
リ
シ
程
ニ
、
不
才
生
捕
レ
タ
リ
」
と
再
び
牛
王
の
振
る
舞
い
を
「
無

墓
」
と
評
し
て
お
り
『
異
本
』
に
お
け
る
牛
王
の
評
価
は
き
わ
め
て
低
い
も

の
で
あ
る
。
他
の
作
品
に
登
場
す
る
牛
王
は
、
清
盛
の
拷
問
に
も
屈
せ
ず
牛

若
を
救
う
た
め
に
命
を
落
と
し
た
ま
さ
に
「
貞
女
」
と
し
て
描
か
れ
て
お

（
�
）り、
牛
王
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
展
開
は
他
の
牛
王
説
話
に
は
み
ら
れ
な
い

も
の
で
あ
る
。

『
異
本
』
の
牛
王
説
話
に
男
女
の
関
係
を
描
く
箇
所
が
な
い
の
は
、
こ
れ

ま
で
み
た
よ
う
に
「
良
将
」
た
る
牛
若
の
人
物
像
に
そ
ぐ
わ
な
い
た
め
で
あ

（
�
）

ろ
う
。
し
か
し
恋
愛
関
係
に
お
い
て
は
極
め
て
簡
潔
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と

が
理
解
さ
れ
よ
う
。『
異
本
』
の
牛
王
説
話
は
、
様
々
な
依
拠
資
料
に
拠
っ

た
創
作
で
あ
ろ
う
。
他
の
牛
王
説
話
と
全
く
異
な
る
展
開
に
し
た
編
者
の
意

図
は
牛
王
説
話
は
あ
る
い
は
静
の
「
貞
女
」
ぶ
り
と
対
比
す
る
た
め
に
配
さ

『
異
本
義
経
記
』
の
女
性
像
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れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

四
、〈
勧
め
る
〉
女
性

と
こ
ろ
で
、『
異
本
』
に
は
恋
愛
譚
以
外
に
も
女
性
が
登
場
す
る
。
本
章

で
は
恋
愛
譚
以
外
の
女
性
像
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。『
異
本
』
で
は
、

義
経
は
聞
き
入
れ
な
い
が
挙
兵
を
勧
め
る
存
在
と
し
て
女
性
が
登
場
す
る
と

い
う
説
話
が
み
ら
れ
る
。

ま
ず
、
東
下
り
の
途
中
で
立
ち
寄
っ
た
青
墓
で
、

大
炊
、
遮
那
王
殿
ニ
「
一
向
御
家
ヲ
興
シ
給
ヘ
」
ト
、
申
タ
ル
ト
ソ
。

「
玄
光
ヲ
御
供
サ
セ
ン
」
ト
、
云
シ
ヲ
、
季
春
止
メ
シ
ト
云
リ
。

﹇
上
６
青
墓
大
炊
長
者
事
﹈

と
、
謀
反
を
勧
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
青
墓
長
者
の
台
詞
は
他
の
「
判
官

物
」
に
は
み
ら
れ
な
い
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
母
常
盤
も
、

左
馬
頭
能
保
朝
臣
ノ
館
ニ
入
レ
、
直
ニ
対
面
有
テ
義
経
ノ
事
ヲ
尋
給
フ

ニ
、
常
盤
宣
ヒ
ケ
ル
ハ
、「
去
年
十
一
月
朔
日
ノ
夜
、
予
州
、
侍
従
良

成
相
共
ニ
来
リ
給
テ
、『
鎌
倉
殿
、
景
時
カ
讒
言
ヲ
用
ヒ
、
義
経
ヲ
亡

サ
ン
ト
シ
給
フ
。
一
先
西
国
ノ
方
ヘ
赴
、
身
ノ
科
ナ
キ
ノ
由
ヲ
申
啓
カ

程
、
何
方
ニ
成
共
、
暫
忍
テ
有
ヘ
キ
』
ノ
由
宣
フ
ニ
、
自
カ
申
ハ
、

『
西
国
ヘ
ヒ
ラ
キ
給
フ
共
、
誰
有
テ
鎌
倉
殿
ヘ
其
真
ヲ
申
啓
ン
ヤ
。
讒

カ
レ
カ

者
ハ
日
々
壮
ニ
成
テ
渠
儂
為
ニ
亡
サ
レ
ン
ヨ
リ
ハ
、
早
ク
軍
兵
ヲ
集
、

都
ノ
内
ニ
テ
鎌
倉
勢
ヲ
引
請
、
雌
雄
ヲ
決
シ
給
ハ
サ
ラ
ン
ヤ
』
ト
申
タ

レ
共
、『
讒
者
ノ
為
ニ
咎
ナ
キ
都
ノ
者
ヲ
悩
、
剰
上
ノ
御
心
ヲ
モ
苦
シ

メ
奉
ル
事
、
本
意
ニ
非
ス
。
我
一
人
西
国
ヘ
赴
、
過
ナ
キ
ノ
由
謝
申

シ
、
叶
ハ
サ
ラ
ン
時
ハ
、
運
ニ
任
ス
ル
ニ
テ
コ
ソ
候
ハ
ン
』
ト
テ
、
帰

リ
給
ヒ
テ
、
後
其
先
途
ヲ
知
ラ
ス
」
ト
申
切
給
フ
ト
ニ
ヤ
。
左
馬
頭
モ

憐
愍
シ
タ
マ
フ
ト
也
。

﹇
下
３０
常
盤
糺
問
﹈

と
、
都
で
の
頼
朝
と
の
決
戦
を
義
経
に
勧
め
て
い
る
。
本
説
話
は
『
吾
妻

（
�
）

鏡
』
に
拠
っ
て
い
る
が
、『
吾
妻
鏡
』
で
は
常
盤
と
義
経
の
義
理
の
妹
が
捕

ら
え
ら
れ
た
と
あ
る
の
み
で
、
左
馬
頭
能
保
朝
臣
と
の
会
話
は
他
に
は
み
ら

れ
な
い
『
異
本
』
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
結
局
ど
ち
ら
の
勧
め
も
、
義
経
は

受
け
入
れ
ず
に
終
わ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
無
益
で
機
が
熟
さ
な
い
戦

を
持
ち
か
け
ら
れ
て
も
、
受
け
入
れ
な
い
と
い
う
「
良
将
」
の
姿
勢
を
示
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
特
に
、『
異
本
』
の
常
盤
は
、
母
子
の
情

愛
を
描
く
よ
り
も
、
こ
う
し
た
「
武
将
の
母
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
例

え
ば
義
経
が
鬼
一
法
眼
か
ら
兵
法
書
を
盗
み
、
牛
王
姫
が
殺
害
さ
れ
た
後

も
、

其
頃
、
平
相
国
ノ
「
常
盤
カ
子
共
、
皆
法
師
ニ
ナ
セ
」
ト
云
ツ
ル
ニ
、

「
誰
カ
計
ヒ
ニ
テ
、
牛
若
丸
ヲ
バ
男
ニ
ナ
シ
タ
ル
ソ
」
ト
宣
ヒ
タ
ル
由
、

沙
汰
有
シ
ヲ
聞
テ
、
常
盤
モ
長
成
朝
臣
モ
、
薄
氷
ヲ
踏
心
地
シ
テ
、

「
急
キ
奥
ヘ
下
リ
給
フ
ヘ
シ
」
ト
宣
ヒ
、
鞍
馬
ノ
阿
闍
梨
モ
「
兎
角
」
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ト
諌
言
給
フ
ユ
ヘ
、「
サ
ラ
ハ
下
ル
ヘ
シ
」
ト
テ
、
八
月
中
旬
、
都
ヲ

立
給
フ
。

﹇
上
１８
義
経
奥
州
下
向
﹈

と
、
義
経
に
再
度
奥
州
に
下
る
よ
う
勧
め
て
い
る
の
は
、
子
を
思
う
母
の
気

持
ち
か
ら
、
と
い
う
感
情
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。

お
わ
り
に

以
上
、『
異
本
』
に
お
け
る
女
性
像
を
静
の
説
話
を
中
心
に
検
討
し
て
き

た
。『
異
本
』
編
者
は
、
恋
愛
譚
や
母
子
の
情
愛
と
い
っ
た
義
経
と
女
性
と

の
関
係
を
極
め
て
簡
潔
に
叙
述
す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
た
。
女
性
の
登
場
す
る

説
話
も
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
構
成
上
の
破
綻
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な

く
、「
軍
記
評
判
」
に
み
ら
れ
る
女
性
観
に
拠
り
な
が
ら
義
経
に
対
す
る

「
好
色
」
と
い
う
批
評
を
極
力
省
略
し
「
兵
法
の
達
者
」
や
「
平
家
追
討
の

智
将
」
と
し
て
の
義
経
を
創
出
し
よ
う
と
い
う
『
異
本
』
編
者
の
意
識
に
即

（
�
）

し
た
女
性
像
を
描
こ
う
と
意
図
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

注（
１
）
以
下
『
異
本
』
と
略
す
。
本
文
引
用
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
片
仮
名
本

（
松
井
簡
治
氏
旧
蔵
）
に
拠
る
。
引
用
資
料
に
は
私
に
傍
線
を
附
し

た
。
ま
た
『
異
本
』
の
各
章
段
名
は
拙
稿
「
高
松
市
立
歴
史
資
料
館

蔵
『
異
本
義
経
記
』
に
つ
い
て
」（『
伝
承
文
学
研
究
』
六
一
、
二
〇

一
二
・
八
）
で
示
し
た
も
の
を
用
い
、
上
巻
・
下
巻
の
別
を
併
せ
て

示
し
た
。

（
２
）
拙
稿
「『
異
本
義
経
記
』
と
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』」（『
軍

記
と
語
り
物
』
三
四
、
一
九
九
八
・
三
）、
西
村
知
子
氏
「『
異
本
義

経
記
』
の
展
開
と
そ
の
享
受
│
『
義
経
記
』
変
容
の
一
過
程
│
」

（『
同
志
社
国
文
学
』
五
八
、
二
〇
〇
三
・
三
）
な
ど
。

（
３
）
拙
稿
「『
異
本
義
経
記
』
の
河
越
氏
│
義
経
兵
法
の
系
譜
（
一
）│
」

（『
論
究
日
本
文
学
』
六
八
、
一
九
九
八
・
五
）、「『
異
本
義
経
記
』

の
構
想
│
〈
良
将
〉
と
し
て
の
義
経
像
│
」（
福
田
晃
氏
監
修
『
伝

承
文
化
の
展
望
│
日
本
の
民
俗
・
古
典
・
芸
能
│
』〈
三
弥
井
書
店
、

二
〇
〇
三
・
一
〉
所
収
）
な
ど
。

（
４
）
本
論
が
引
用
の
際
に
使
用
し
て
い
る
静
嘉
堂
文
庫
蔵
漢
字
片
仮
名

混
本
で
は
「
午
王
」
と
表
記
さ
れ
る
が
、
一
般
的
な
表
記
に
倣
い

「
牛
王
」
と
す
る
。

（
５
）
こ
の
他
に
義
経
の
生
母
で
あ
る
常
盤
御
前
と
の
関
係
を
描
い
た
説

話
も
あ
る
。
第
三
章
参
照
。

（
６
）
ち
な
み
に
『
異
本
』
で
は
登
場
す
る
女
性
に
も
実
名
を
付
け
る
傾

向
が
あ
る
。「
桂
姫
」
の
他
に
も
青
墓
長
者
の
「
大
炊
」
と
そ
の
娘

「
延
寿
」（
上
６
青
墓
大
炊
長
者
事
）・
為
義
女
の
「
龍
田
姫
」（
上
１３

鈴
木
重
善
）・
河
越
重
頼
女
の
「
朝
為
姫
」（
上
１９
Ａ
義
経
平
家
追

討
）・
那
須
与
一
説
話
で
登
場
す
る
平
家
方
の
遊
女
「
玉
蟲
」（
上
２１

Ｂ
屋
島
合
戦
）・
佐
藤
忠
信
の
妾
「
力
寿
」（
下
３４
佐
藤
忠
信
討
死
）

が
あ
る
。

（
７
）
大
城
氏
「『
異
本
義
経
記
』
の
検
討
」（
梶
原
正
昭
氏
編
『
軍
記
文

『
異
本
義
経
記
』
の
女
性
像
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学
研
究
叢
書
１１

曽
我
・
義
経
記
の
世
界
』〈
一
九
九
七
・
一
二
、

汲
古
書
院
〉
所
収
）
な
ど
。

（
８
）
注
（
３
）
拙
稿
。

（
９
）
鬼
一
法
眼
女
の
名
を
「
桂
姫
」
と
す
る
の
は
他
に
土
佐
浄
瑠
璃
正

本
『
義
経
記
』
が
「
か
つ
ら
の
ま
へ
」（
巻
二
・
四
段
目
）
と
す
る

の
み
で
他
は
「
皆
鶴
」
と
す
る
。
ま
た
『
異
本
』
に
は
「
桂
姫
」
と

「
皆
鶴
」
の
両
者
を
記
載
し
て
い
る
系
統
の
諸
本
も
存
在
し
注
目
さ

れ
る
。
拙
稿
注
（
１
）
参
照
。

（
１０
）
牛
王
姫
に
関
す
る
伝
承
は
比
較
的
分
量
が
多
い
の
が
注
目
さ
れ
る
。

注
（
２６
）
参
照
。

（
１１
）
河
越
重
頼
女
（
朝
為
姫
）
に
つ
い
て
は
拙
稿
注
（
３
）
参
照
。
ま

た
義
経
が
通
っ
た
女
性
と
し
て
他
に
「
下
３３
堀
弥
太
郎
景
光
生
捕
」

な
ど
の
久
我
雅
通
女
な
ど
が
登
場
す
る
（
本
文
は
次
の
通
り
）。

義
経
在
京
ノ
時
、
久
我
内
大
臣
雅
通
公
ノ
姫
君
ニ
通
シ
給
ヒ
シ

ニ
、
都
ヲ
ヒ
ラ
キ
給
フ
時
、
鷹
司
ノ
辺
ニ
居
給
ヒ
シ
此
姫
君
ノ

方
、
又
ハ
木
工
頭
範
季
方
ヘ
、
文
治
二
年
ノ
秋
、
堀
弥
太
郎
景

光
、
義
経
ノ
使
ヒ
ニ
上
京
シ
、
暫
範
季
方
ニ
忍
ヒ
居
タ
リ
。

（
１２
）『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』
の
引
用
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
無
刊

期
版
本
に
拠
る
。
以
下
引
用
は
同
書
に
拠
り
、『
理
尽
鈔
』
と
略
す
。

（
１３
）『
義
経
記
評
判
』
の
引
用
は
日
本
古
註
釈
大
成
『
太
平
記
・
義
経
記

・
源
平
盛
衰
記
古
註
釈
大
成
』（
一
九
七
九
・
八
、
日
本
図
書
セ
ン

タ
ー
）
に
拠
る
。

（
１４
）
巻
五
「
静
吉
野
に
捨
て
ら
る
る
事
」・
巻
六
「
静
若
宮
八
幡
宮
へ
参

詣
の
事
」。

（
１５
）
静
に
つ
い
て
は
、
島
津
久
基
氏
『
義
経
伝
説
と
文
学
』（
一
九
三
五

・
一
初
・
一
九
七
七
・
五
再
版
、
大
学
堂
書
店
）
本
編
第
一
部
第
一

章
第
二
節
第
三
項
「
静
御
前
と
佐
藤
忠
信
」
な
ど
。

（
１６
）
大
城
氏
注
（
７
）
参
照
。

（
１７
）
丹
緑
本
巻
四
「
土
佐
坊
義
経
の
討
手
に
上
る
事
」。
引
用
は
岡
見
正

雄
氏
校
注
『
義
経
記
』（
一
九
五
九
・
五
、
岩
波
書
店
）
に
拠
る
。

（
１８
）
内
閣
文
庫
蔵
本
。
引
用
は
吾
郷
寅
之
進
・
福
田
晃
両
氏
編
『
幸
若

舞
曲
研
究
』
六
（
一
九
九
〇
・
一
、
三
弥
井
書
店
）
所
収
に
拠
る
。

（
１９
）
巻
四
下
・
一
「
土
佐
房
よ
し
つ
ね
の
討
手
に
上
る
事
」。
引
用
は
注

（
１３
）
に
拠
る
。

（
２０
）
関
氏
「『
義
経
記
評
判
』
の
注
釈
態
度
│
引
用
書
の
検
討
を
中
心
と

し
て
│
」（『
国
学
院
大
学
大
学
院
紀
要
│
文
学
研
究
科
│
』
一
六
、

一
九
八
五
・
三
）。
ま
た
浜
田
啓
介
氏
は
「
近
世
に
お
け
る
曽
我
物

語
の
軍
談
に
つ
い
て
」（『
近
世
文
芸
』
四
九
、
一
九
八
八
・
一
一
）

に
お
い
て
、「
こ
れ
ら
の
武
士
道
的
美
学
に
相
容
れ
な
い
の
は
、
婦

人
母
系
の
介
入
で
あ
る
」
と
し
て
仮
名
本
『
曽
我
物
語
』
を
実
録
物

に
仕
立
て
あ
げ
た
『
根
元
曽
我
物
語
』
に
み
ら
れ
る
女
性
批
判
の
個

所
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
２１
）
田
中
本
巻
六
。
引
用
は
梶
原
正
昭
氏
校
注
・
訳
『
義
経
記
』（
一
九

九
九
・
一
二
、
小
学
館
）
に
拠
る
。
該
当
個
所
、
丹
緑
本
な
ど
『
義

経
記
』
諸
本
で
は
脱
文
で
あ
る
た
め
田
中
本
に
拠
っ
た
。
な
お
幸
若

舞
曲
『
静
』
の
当
該
個
所
に
政
子
は
登
場
し
な
い
。
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（
２２
）
文
治
二
年
四
月
八
日
条
。
引
用
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
に
拠
る
。

（
２３
）
一
六
七
三
年
（
寛
文
一
三
）
刊
。

（
２４
）
一
六
七
九
年
（
延
宝
七
）
刊
。

（
２５
）
巻
三
「
牛
王
姫
牛
若
君
に
あ
ふ
事
」。
一
六
八
一
年
（
延
宝
九
）

刊
。

（
２６
）
こ
の
牛
王
の
兄
聖
門
房
な
ど
鎌
田
一
族
の
存
在
か
ら
は
『
異
本
』

の
牛
王
姫
説
話
も
ま
た
古
浄
瑠
璃
『
鎌
田
』
な
ど
の
よ
う
な
芸
能
作

品
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
注
目
さ
れ
る
。

（
２７
）
牛
王
姫
説
話
の
中
で
も
、
古
浄
瑠
璃
『
ご
わ
う
の
ひ
め
』
と
仮
名

草
子
『
名
女
情
比
』
で
は
舌
を
噛
み
切
っ
て
死
に
、
そ
の
他
の
古
浄

瑠
璃
や
奥
浄
瑠
璃
で
は
炎
に
飛
び
込
ん
で
焼
死
す
る
と
な
っ
て
い

る
。

（
２８
）『
異
本
』
に
様
々
な
伝
承
を
増
補
し
た
体
裁
の
作
品
に
『
義
経
知
緒

記
』（
以
下
『
知
緒
記
』
と
略
す
）
が
あ
り
、
牛
王
に
関
し
て
も
注

意
す
べ
き
増
補
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
牛
王
の
館
に
鮫
島
平
次
が
訪

れ
た
個
所
で
（〔

〕
は
『
知
緒
記
』
の
増
補
）
は
「〔
其
比
牛
王
ハ

義
経
ニ
思
ハ
レ
シ
カ
、
此
由
ヲ
聞
テ
﹈、
平
家
ヨ
リ
御
曹
司
ノ
討
手

ノ
来
ル
ト
心
得
」
と
あ
り
、
幼
少
の
牛
王
姫
を
抱
い
て
母
が
大
宮
に

逃
げ
た
と
い
う
記
述
の
後
に
「〔
牛
王
何
比
ヨ
リ
カ
義
経
通
ヒ
給
ヒ

シ
ニ
タ
ヽ
モ
ナ
キ
身
ト
ナ
リ
シ
カ
、
近
キ
比
流
産
シ
テ
其
比
ハ
労
テ

居
タ
リ
ト
云
リ
〕」
と
あ
る
。『
異
本
』
に
は
み
ら
れ
な
い
牛
若
と
牛

王
の
男
女
の
仲
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
知
緒
記
』
の
伝
承

が
本
来
の
形
で
『
異
本
』
が
「
良
将
」
た
る
義
経
像
に
そ
ぐ
わ
な
い

た
め
に
削
除
し
た
、
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
２９
）
文
治
二
年
六
月
十
三
日
条
。

（
３０
）
こ
う
し
た
女
性
観
は
他
に
『
曽
我
物
語
評
判
』
に
も
み
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
拙
稿
「『
曾
我
物
語
』
の
周
辺
│
『
曾
我
物
語
評
判
』

の
女
性
像
」（
村
上
美
登
志
氏
編
『
曾
我
物
語
の
作
品
宇
宙
』〈
至
文

堂
、
二
〇
〇
三
・
一
〉
所
収
）
参
照
。
本
稿
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
こ
う
し
た
女
性
観
の
た
め
恋
愛
譚
の
性
格
を
強
く
持
つ
浄
瑠

璃
姫
説
話
は
簡
潔
に
な
り
、
兵
法
伝
授
に
関
係
す
る
た
め
桂
姫
は
比

較
的
多
く
登
場
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
桂
姫
（
皆
鶴
）
な
ど
、

『
異
本
』
に
登
場
す
る
他
の
女
性
に
つ
い
て
の
検
討
は
続
稿
を
期
し

た
い
。

﹇
附
記
﹈

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
許
可
さ
れ
た
諸
機
関
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

（
や
ま
も
と
・
じ
ゅ
ん

本
学
非
常
勤
講
師
）

『
異
本
義
経
記
』
の
女
性
像

九
五






